
＜自動接着治具＞

① 駆動方法
２相ステッピングモ－タ ＵＭＫ２６４Ａ（オリエンタル）
・基本ステップ角 １．８゜
・最大停止トルク ３．９ｋｇｃｍ

②制御方法 ＣＰＵ ＫＺ３００（キ－エンス）
位置決めユニット ＫＺ－Ｈ２（キ－エンス）

③電源 ＡＣ１００Ｖ （１．４Ａ）
④エア－ ５．０ｋｇｆ／ｃ㎡
⑤塗布ポイント ４００ポイント
⑥重量（寸法） ５５ｋｇ（４６０×５１０×３８３）

１、概要

成形品にスイッチ、カバー、補強の接着剤を自動で塗布する。
接着剤塗布位置のテ－ブル駆動をＸ軸、Ｙ軸の２台のステッピングモ－タで行い

ディスペンサ－の上下移動、接着剤の塗布をエア－で行う。

２，特長
曲線の動きが可能

この自動機はＸ軸、Ｙ軸、の２軸制御を持ち曲線の動きが可能。

接着塗布ポイントは最大４００ポイントまで可能

ＣＰＵ制御により１軸最大４００ポイントまで接着塗布が可能です。
また、最小移動距離は０．０１㎜ まで可能です。

塗布位置ズレ無し

ＣＰＵ制御での動きであるため塗布位置のズレがない。

接着剤の塗布量、塗布時間を調整可能

ディスペンサ－の制御を内蔵のＣＰＵ制御で行う為塗布量、塗布時間を調整可能。

ワ－ク最大３台を同時塗布が可能
移動テ－ブル、ディスペンサ－の改造により、ワ－クを最大３台まで同時塗布が可能です。

接着剤塗布位置、塗布順序、塗布時間をパソコンにてすぐに変更可能
ＣＰＵを使用していますのでＲＳ２３２Ｃで簡単にパソコンにアクセスでき接着剤塗布位置、

塗布順序、塗布時間を変更可能です。

安全装置付
テ－ブルが指定範囲以外に出るとＣＰＵ内部の制御により自動停止する安全装置がついています。
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